
アーチェリー競技の魅力

①競技を始めたきっかけ

②競技に関わっておられる方の思い

③初めてその競技をした時の気持ち

・楽しかった。
・的の真ん中に当たったことがうれしかった。
・矢を放つ瞬間が気持ち良かった。
・難しかった。 など

・先生や友達の誘い ・高校や大学から・アーチェリーの存在を知る

・トップレベルで活躍する選手の育成 ・競技を始めるきっかけ、環境づくり

・これは『できる!』と実感 ・初めは、面白くなかった

メンバーの感想



アーチェリー競技の魅力

④アーチェリー競技の魅力

・健常者も障害者も同じレベルで競技ができる。
・老若男女が楽しむことができる。
・スポーツに苦手意識のある人も、始めやすい競技。
・ケガが少ない。
・目標達成がしやすい。
・競技人口が少ないため、トップレベルまで行く可能性が高い。
・人間関係が広がる。

・健常者も障害者も同じ立場で競い合うことができる。
・ルールがシンプルで、わかりやすい（競技を見る人も）。
・競技をとおして集中力が高まる（他の物事にも集中力は大切）。
・誰でも簡単にできる（運動神経や筋力はそれほど必要ない）。
・矢が的に当たった時の音が気持ちいい。

メンバーの感想



アーチェリー競技の魅力

⑤競技人口が少ない原因について

・部を設置している学校が少ない ⇒ 高校７校、中学０校
・競技ができる環境が整っていない（施設、指導者など）。
・用具が高額 ⇒ 競技開始時：２０～３０万円ほど
・メディアなどで取り上げられることが少ない。
・話題性がない。
・認知度が低い。

⑥競技の普及のために実践していること

・体験会の開催（競技への勧誘を目的として）
・施設面の増設（環境つくり）

メンバーによる分析


